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河川の水位が温泉に及ぼす影響について
岡 山大 学 温 泉 研 究 Ur化 学 部
梅 本
緒 言
現在迄河川の水位,潮汐の干満等が温泉に
色々な影響を与える事が知られているが,1)2)
その影響は温泉地によって異ったI),又その
他の原因によって異った りする様である.鳥
取県三朝温泉に於ても源泉の位する地理的な
位置によって河川その他の水系から受ける影
響は一様ではない様である.3)/V田中の場ク
について昭和28年 (1953)6月から昭和29年
(1954)1月 にわたる問,泉淀と湧出量を連
続的に測定した. JV田中の湯,!は三朝温泉中
西端部に位し,三朝川の北側にしかも3m巾
の道路を-だてて湧出し,湧出口の凡そ3m
南側即ち道路のすぐ傍に巾1mの小川が流れ
ていて,周囲は山岡である.この小川は撒慨
用水を流す用水路に当っているので,その水
位は田圃の水量と密接な関係がある･したが
って泉温,湧出量を測定すると共に三朝川の
水位並びに′J､川の水位をも併せ測定した･こ
の間8月1日 ,!田中の湯JV の西側 (下流)
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20mのところに三朝川の堰堤哩課の工事が始
まり,測定の終期に於ては完成した.唯工事
のため堰堤の15m上流の流路に-時的な土堤
が残ったのみである.
測定方法並びに結果
泉浬は軌.tえ寒暖計により,湧出量は貯水槽
より流粥する温泉水の水量を測定し,しかも
6回のIblF掟 値の平均値を求めた.何お貯水槽
は実験に都合の良も,様に湧田口は水 面 よ E)
上に在E),流出水は竹管よE)tfJ.る様 に作 っ
た .(Fig.1)
Fig･1
水位は何れも或位置より水面迄の垂直距離
を物指で測った･
測定結果はTablelに示す通Dである･侍
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恕12月28日堰堤の南半分が完成し,水はその 定されない.Table2参照)
堰堤を通って流れる様にしたため,,!田中の 次にTable3にしたがって,三朝1日の水位
湯クに近い三朝川の水位は一般に上 昇した. と小川の水位に関して湧出量に変動を与える
考 察
･先づ泉温と湧出量の関係
をみるに,Fig･2に示した
如 くで,相関係数を求める
とr-0･952とな り,4)t-16.
755>t2凋 謁 ≡ …:宇4575で
相関係数は有意である.し
たがって泉温と湧出量の間
には可成り大きい正の相関
関係を考えても差支えたtl
と考えられる. (泉泥の湧
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河川の水位が温泉に及ぼす影響について
Table2.
Sourceofvariation
Bylinearregression
Fromlinearregression
Betweenmeansofamountofflow
Watertemperatureswithin
samemeansofamountofflow
Total
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Degreesof
freedom
? ?
? ?
? ?
Sum of Mean
Squares Square
F-謂 賢 く1
Table3.
Waterlevelof
theRiver
1 3.17 L3 2.90 3 3.20 】 9.27
??????
2 2.95 L 3 2.84 3 2.80 岳 8.59
l 6 2175 日 2163 F 1 2･43 F 7･81
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Table4.
Sourceofvariation
Betweenmeansofwaterlevel
oftheRiver
Betweenmeansofwaterlevel
ofthestream
Interactions
Experimentalerror
Degreesof Sum of
freedom squares
3 0.4390
る様に三朝ulの水位によ
って湧出量は変動を受け
るが,小川の水位は湧出
量に大 きな影響を与えな
いだろうとゆう事がわか
った .4) そこで三朝川の
水位と湧出量の間の相関
関係 を調べた ところ,
Fig･3の如 くであって,
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5･768>t描 :3至三≡…:宇含享となの,正の相関 ところが前述の様に泉塩と酌 量の間に可
関係を考えても差支えないと考えられる.(湧 成 り大 きい正の相関関係を考えて も良 い の
出量の三朝川の水位-の回帰の直線性は否定 で,泉週に関しても三朝川の水位とは正の相
されない.Tablel5参照) 閑関係を考えても良 く,叉小川の水位によっ
Table5.
Sourceofvariation Degreesof Sum of Mean
freedom squares square
Bylinearregression
Fromlinearregression
Betweenmeansofwaterlevel
Amountofflowwitlinsame
meansofwaterlevel
Total
?
? ?? ?
1.0816
0.2221 0.0139
1.3037
13 0.7193 0.0553
30 2.0230
F- 意 霊 芝 < 1
河川の水位が温泉に及ぼす影辞について
ては泉温も大きく左右されないだろうと見て
差支えないと思う.
Tablelを見ると-椴に季節毎に泉温 ･湧
出量に関して幾分かの差異も考え られ るの
で,8月29日迄を夏季,11月12日迄を秋季,
それ以後を冬季として,その平均値の差異の
有無を しらべたところ,湧出量 ･泉温共 に
Table6,7に示す如 く,同一値を示すとは考
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の平均値を与え,秋冬季は性ぼ同一の平均値
を与えるだろうとゆう風に考えられる.これ
と前述の湧出量 ･泉過の相関関係と考えあわ
せると,湧出量 ･泉泥共に夏季は秋冬季より
大きな低を示し,秋冬期は大体同じ値を示す
と考えて良い,･
何ほ以上の結果では三朝川の水位と湧出量
又は泉猛との相関による影響は除外されて考
Table6.
Sourceofvariation Degreesof Sum of Mean
freedom squares square
Total
Betweenseasonmeans
Betweenamountsofflow ofsame
Season
30 2.0230
0.5021 0.2605★
28 1.5020 0.0536
F- 濃 -4･860<>F描 :0.iF=35:…含
Table7.
Sourceofvariation Degreesof Sum of Mean
freedom squares square
Total
Betweenseasonmeans
Betweenwatertemperatureof
SameSeason
30 2.28
0.79 0.395榊
28 1.49 0.0532
えられない.ところが湧出量に関して夏季 ･
秋季 ･冬季の平均値の倍輪限界 (5%)を求迫
ると,2.818≦m≦3.104,2･520≦m≦2･806,
2.584≦m≦2.898となり,一応夏季と秋季は
別の平均値を与えると考えられるが,冬季は
頁に別の平均値を与えるか叉は夏,秋季の平
均値の何jLかと同一値を与えるかどうかは不
明である.一方泉塩についても同様に夏季 ･
秋季 ･冬季の平均値の危機限外 (5%)を求
めると,57.73≦m≦58.01,57.41≦m≦
57.69,57.37≦m≦57･69となり,夏季は別
えられていないので,三朝川の水位と湧出量
に関し,季節にわけて叉三朝lHの水位と泉温
に関し,季節にわけて共分散分析を行った結
果,Tables,9の如 くとなり,水位の影響を
除外して考えても尚お季節による差が考えら
れる.Table4によれば,小川の水位は変動
の要因としては有意ではないが,有意水準に
近い事,一般に小rTの水位は夏季にあっては
大きい値を示す事,叉三朝温泉の他の源泉に
あっては田岡の水量が大きい影響を与える例
のある事3)等から考えあわせて,季節の差異
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Table8.
Fortestofsignificanceofadjustedmeans Ot3719 2 0118595榊
F-意諾 纂 -8･46>F描 :課≡喜:慧
Table9.
Fortestofsignificanceofadjustedmeans 0.67 2 0.335**
F-8%ir-13･90>F描謁≡喜:…喜
を与える要因として 小川 の水位 (田岡の水
量)を考えて良いと思える･気温も要因とし
て考えられるが,少 くとも直接影響する要因
としては,湧出量を増大せしめるとは考えら
れないので,泉塩に対 しては幾らかの働きが
あるとしても,湧田量と泉i息との相関とゆう
事を考えあわせるとこの現象を説明するには
不都合である.
こ｣で注意しなければならない事は降雨量
も湧出量 ･泉温に対して重要な要因となE)得
ると考えられるが,特殊な場合を除いては降
雨量と三朝川の水位は性 平ゞ行しているとみ
て良い･特殊な場合とは田圃に宿を植えつけ
るために上流で港慨用水を取る時と,雪解け
の時期である･測定の初期が前者に属すわけ
であるが,一応かiる特殊な時期も一緒にし
て (棄却しなtlで)以上の様な結論が得られ
たので,JrE日中の湯Oに関する限り三朝川の
水位が最も重要な要預と考えて良いと思 う.
結 語
三朝湿泉o田中の湧クに関して湧出量 ･泉
塩を連続的に測定した結果,傍を流れる小川
の水位 (田圃の水量と密接な関係にある)は
之等に大きい影響は与えず,三朝川の水位に
よって変動を受ける事がわかった.即ち三朝
川の水位の上昇,下降と共に湧出量 ･泉淀は
河川の水位が法泉に及ぼす影響について
共に増大,上昇又は減少,下降する事を認め
た･又湧出量 ･泉過は三朝川の水位の影響を
除外して考えても夏季は秋 ･冬季よ机ま大き
い値を示すと考えられる.これは小川の水位
(田岡の水量)によるものと思える.
佃お測定の末期に堰堤が完成し,三朝川の
水位が上昇したけれども今後の測定によらな
文
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ければ堰堤のための水位上昇による影響は結
論出来ない･荷お二,三の化学成分について
は別に報告する予定である.
本研究に閲 し,実験用の貯7Jく稽設置に快t,P.を輿
えら.わたjyl有主松〕言1-とくの氏,和 御々便'JEを興え
て頂いた三朝町当局 に搾甚の謝意 を表すると共に,
析究費の一部は文部省科学研究費に仰いだ事を附
記 し感謝の意 を表す･
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EFFECT OFWATER LEVEL OF RIVER ON
MINERAL SPRING
by Shunji UMEMOTO
(DIVISIONOFCHEMISTRY,BALNEOLOGICALLABORATORY,
OKAYAMAUNIVERSITY)
From June1953toJanuary1954,thewatertemperatureandamountofflow of
asprlngCaled′Tanaka-no-Yu〝,MisasaHotSprings,TotoriPrefecture,wereobse-
rvedcontinuously･Itissues10metresnorthoftheriversideoftheRiverMisasaand
astream runs3metressouthofit.ThewaterleveloftheRiverandthestream
werealsoobserved.Thewaterlevelofthestream havecloseconnectionwiththe
watervolumeofrice-fieldwhichsurroundthatspring,becauseitisawatercourse
ofirrigationtorice-field.
Itwasfoundthatwhentheamountofflow increased,thewatertemperature
rose,namelytherewasapositivecorrelationbetweenthem,andthecorrelation
coefficientwasO･952(highlysignificant).Theanalysisofvarianceshowedthatthe
amountofflowwouldbeaffectedbythewaterleveloftheRiverbutwouldnotbe
severelyaffectedbythatofthestream･Thecorrelationbetweentheamountofflow
andthewaterleveloftheRiverwasalsopositiveandthecorrelationcoefficientwas
O･731(highlysignificant)･Asaresultoftheanalysisofvariance,thecomputation
ofconfidencelimitandtheanalystsOfcovariance,insummertheaveragesofthe
amountofflow andthewatertemperaturewouldbehigherthanthosein autumn
andwinter･Thisdifferencewasseemedtobeinducedbythewaterlevelofthe
stream.
Theendoftheobservation,adam hadbeenconstructed20metresdown(west)
theRiverandsherised,buttheeffectofitmustbeobservedafterthis.
